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令和７年度根本正顕彰会「根本正ゆかりの地を訪ねる旅」（報告） 

 

期 日  ９月２８日（日） 

参加者  １９名  トキワトラベル交通バス 

ルート  那珂市中央公民館（８時３０分出発） ― 村松の晴嵐 ― ナキビチ山 ―  

水門の帰帆 ― 華蔵院常陸山建立の海難事故供養碑 ― 昼食（大洗海岸） ―  

岩船の夕照 ― 青柳の夜雨 ― 中央公民館（１５時３０分帰着） 

 

根本正ゆかりの地と水戸藩主斉昭公が家臣の心身の鍛錬を含めて選定した「水戸八景」とを組み合

わせて、水戸学を学んだ根本正先生の心根を訪ねる旅でした。 

「村松の晴嵐」の碑が建つ海岸の砂防林、海辺の村が全滅するほどの海風の害を防がねばとの強い

決意の表れです・ 

華蔵院境内の横綱常陸山建立「海難事故遭難者供養碑」、これは高層気象観測所創設の建議の原点

でした。横綱の品格とは何かを考えさせられました。 

「青柳の夜雨」碑の背後には、鹿島香取神社があります。ここは、根本正が少年時代に神官の小川

伊織や佐川伊予之助に学んだところです。少年時代は、「人間の生き方」をしっかりと学ぶべきです。 

 今回巡った箇所すべてに、根本正の「学びへの姿勢」「国民への慈愛」「将来への備え」の姿勢が溢

れ出ており、それを体感することが出来ました。一人ひとりが「根本正先生の心」を活かした過ごし

方を為していきたいものです。 

 なお、特筆しておきます。多くのところは、おおむね環境保全が為されていましたが、「青柳の夜

雨」の建碑周辺は、少し前に訪ねた際には、鬱蒼とした雑草に覆われ、碑は隠れるほどでした。とこ

ろが、青柳の大樹の下に、くっきりと緑泥岩の碑が現れていました。前日の猛暑の中、根本正治副会

長が綺麗に刈り払っておいて下さったのです。これこそ陰徳、根本正先生の心根の継承であると感じ

入りました。 

 

「村松の晴嵐」 

東海村のボランティ

アの方が、碑の周囲の

草取りをしていたこ

とに驚きました。 

そこまでやるのかの

感じでした。 

 快く案内もしてい

ただきました。 

この後、松枯れが進

む砂防林の現状を確

認しました。 
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「ナキビチ山」 

 

海難事故の遺族の救

済事業として、砂防

林造成を兼ねて松苗

を植樹。 

悲しみをこらえるも、

泣きながら、涙を流

しながらの植樹作業

と云われています。 

 左の白い建屋の後

方一帯の山です。バスは現地まで行けないので、往時を偲びながら仰ぎ、眺めました。 

 

「水門の帰帆」 

 太平洋を一望でき

る和田岬の先端。か

つては海防陣屋も置

かれ、緊張感漂う所

でもありました。 

 ここから海運や漁

を終えて帰帆する帆

掛け船と海の青さの

コントラストは絶景

であったかと思いま

す。湊の賑わいを彷彿とさせてくれる名所です。 

 

 

華蔵院墓地内「白土松吉翁の墓」 

那珂市名誉市民と 

なったサツマイモの

神様白土松吉翁の墓

に合掌。 

 食糧難を救わねば

との一心から栽培の

改良に努めた翁。そ

の延長上に今日隆盛

の干し芋生産があり

ます。 
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華蔵院境内「横綱常陸山建立の海難事故遭難者供養碑」 

 遺族救済のため

相撲界を挙げて勧

進相撲を興行。益金

は遺家族と供養の

ために。郷里を思う

横綱の真心に感歎

です。 

 この事故対策に

は高層気象観測所

の創設をと訴えた

代議士根本正の決

意を想起させます。 

 

「岩船の夕照」 

 那珂川と涸沼川

の合流地点、ここは

川の流れの優しさ

と合流の美しさ、対

岸の湊の賑わい、そ

して西の彼方遥か

に筑波山の峰々を

遠望。自然美が集中

した名所です。 

 この周辺で、幕末

に天狗諸生の騒乱が展開されたことなどを忘れさせてくれるほどの絶景です。 

 

「青柳の夜雨」 

那珂川に夜船を

浮かべて観る柳か、

柳の並木から川面

に浮かぶ灯を眺め

るか。 

 碑をよけての築

堤に、関係者の歴

史愛を感じます。

 以上 





















 

 

水戸八景 

徳川斉昭が提唱した茨城の絶景ベスト 8 

徳川斉昭は1833年（天保4年）に水戸の景勝地のうち「水戸八景」として以下の八ヶ所を選定しました。北宋の士大

夫である宋迪が創始した瀟湘八景に倣って選ばれたと言われており、徳川斉昭が自ら来訪したり、士民たちから募った

ものから厳選したとされています。景勝地の場所には斉昭自筆の銘を刻んだ碑が置かれており、石碑自体が重要な史

跡となっています。 

・青柳夜雨 (あおやぎのやう) 

碑のある場所：水戸市青柳町、鹿島香取神社境内南の那珂川堤

防の柳の木の下 

・太田落雁 (おおたのらくがん) 

碑のある場所：常陸太田市栄町、東崖の展望台。 

・山寺晩鐘 (やまでらのばんしょう) 

碑のある場所：常陸太田市稲木、西山研修所内東端。 

・村松晴嵐 (むらまつのせいらん) 

碑のある場所：那珂郡東海村村松、村松虚空蔵尊裏手の砂丘。 

・水門帰帆 (みなとのきはん) 

碑のある場所：ひたちなか市和田町、ひたちなか市役所那珂湊

総合支所（旧那珂湊市役所）裏手。 

・巌船夕照 (いわふねのゆうしょう、いわふねのせきしょう) 

碑のある場所：東茨城郡大洗町祝町、願入寺裏の西側。 

・広浦秋月 (ひろうらのしゅうげつ) 

碑のある場所：東茨城郡茨城町下石崎涸沼湖畔キャンプ場湖

岸。 

・ 僊湖暮雪 (せんこのぼせつ) 

碑のある場所：水戸市常磐町、偕楽園南崖。 

青柳夜雨 →太田落雁→山寺晩鐘 →村松晴嵐→水門帰帆→巌船

夕照→広浦秋月→僊湖暮雪の順路で回るとされ、全長 100km に

なる経路となっています。ちょうど水戸市から茨城県をぐるりと回っ

て水戸に帰ってくるという順路になっています。徳川斉昭はこれらの

景勝地をただ楽しむだけでなく、藩士たちに歩き巡らせて、藩士の

体力向上の意図があったと伝えられています。 

徳川斉昭とその家臣は水戸八景を題材に漢詩や和歌を作っており、

特に徳川斉昭自ら作った七言律詩の漢詩『水戸八景』が有名です。 

 

雪時嘗賞仙湖景 (雪時嘗て賞す仙湖の景) 

雨夜更遊青柳頭 (雨夜更に遊ぶ青柳の頭) 

山寺晩鐘響幽壑 (山寺の晩鐘は幽壑に響き) 

太田落雁渡芳洲 (太田の落雁は芳洲を渡る) 

霞光爛漫岩船夕 (霞光爛漫たり岩船の夕) 

月色玲瓏廣浦秋 (月色玲瓏たり廣浦の秋) 

遥望村松晴嵐後 (遥かに望む村松晴嵐の後) 

水門帰帆映高樓 (水門の帰帆は高樓に映ず) 

 

ただし、これらの中で水戸市内にあるのが二箇所しかないため水戸市では、新たに水戸の景勝地として「新水戸八景」

を提唱しています。 

 


